
 

 

長崎の元和の大殉教 400周年 

信仰のあかし キリシタンの試練と栄光 
大浦天主堂キリシタン博物館企画展  会期：2022.10.5～2023.1.9   

 

1867年、教皇ピウス 9 世によって日本の殉教者 205 人が福者に列せられた。そのなかには、長崎の元和の大殉教

での殉教者も含まれている。列福あたっては、福者に値する人物かどうかの厳格な調査がなされるため、長崎の元和の

大殉教において刑に処された人々は 55名であったが、そのうち 52名のみが福者となった。 

 205 人の殉教者たちはそれぞれ殉教日や殉教地が異なるため、殉教者を擁する教区や崇敬する殉教者がいる教区

では、その殉教者に合わせた記念日が用いられていた。しかし、1961年に、長崎の元和の大殉教を代表として、205福

者殉教者の記念日が 9月 10日に一括された。 

 

長崎の元和の大殉教で刑に処された人々 

火刑 

1 フランシスコ・デ・モラレス ドミニコ会司祭 

ドミニコ会日本宣教団の初代管区長。長崎でサント・ドミン

ゴ教会と修道院を建設。国外追放の際、沖合から小舟で長

崎に戻った。 

2 オルスッチ ドミニコ会司祭 
フィリピン各地での宣教の後、日本の弾圧を知り来日を希

望。 

3 メニャ ドミニコ会司祭 
最初の日本宣教団のひとり。薩摩での宣教の後長崎へ追

放。ロザリヨの組を組織した。 

4 ホセ・デ・サン・ハシント ドミニコ会司祭 
薩摩の布教後、追放され京都へ向かう。「都のロザリオの

聖母教会」や堺の「聖ドミニコ教会」を設立。 

5 オルファネル ドミニコ会司祭 
トルトサ(スペイン)の大学院教授を辞退し日本宣教へ臨

む。国外追放の際、信徒の助けにより小舟で長崎へ戻る。 

6 アレクシオ ドミニコ会修道士  

7 リカルド・デ・サンタ・アンナ フランシスコ会司祭 
平山常陳事件で捕縛されたズニガ神父、フローレス神父の

救出を試みるが失敗。4年間の活動の後捕まった。 

8 ペドロ・デ・アビラ フランシスコ会司祭 
短期間で日本語を修得、禁教下の信徒の告白を聴き、慰

め励ました。 

9 ビセンテ・デ・サン・ホセ フランシスコ会修道士 異国での宣教を志し、フィリピンを経て来日。 

10 カルロ・スピノラ イエズス会司祭 

イタリア人宣教師。天文学や数学などに長ける。有馬のセミ

ナリヨで日本語を勉強しながら信心会「聖母の組」を創立

した。京都を経て長崎へ赴任。捕縛後は牢にありながら

様々な記録を残し、これらは貴重な資料となっている。 

11 木村セバスティアン イエズス会司祭 
日本人初の司祭のひとり。最も長く火刑の苦しみに耐え

た。 

12 ゴンサロ・フサイ イエズス会修道士  

13 アントニオ・キウニ イエズス会修道士  

14 ペドロ・サンポ イエズス会修道士  

15 ミカエル・シュンポ イエズス会修道士  

16 赤星トマス イエズス会修道士 

肥後出身。1614 年に国外追放となったが、日本に戻った。

1621 年に木村セバスティアン神父とともに捕縛され、鈴田

に入牢。 

17 ルドビコ・カワラ イエズス会修道士  

18 レオ・デ・薩摩 フランシスコ会修道士  

19 ルシア・デ・フレイタス フランシスコ会第三会 

ポルトガル人フィリーペ・デ・フレイタスと結婚、自宅を宣教

師のために提供し、宣教師の母と呼ばれた。処刑時 80 歳

前後であった。 

20 三箇アントニオ 伝道士 

安土のセミナリヨに入り、その後移転にともなって有馬へと

移る。イエズス会へと入会したが健康が優れず退会、伝道

士として活動した。 

配布資料 



 

21 アントニオ ロザリヨの組  

22 田中パウロ ロザリヨの組  

23 永石パウロ ロザリヨの組  

24 ディエゴ・シムバ  棄教の疑いのため福者には列せられていない。 

25 ドミニコ・タンバ  棄教の疑いのため福者には列せられていない。 

 

斬首刑 

26 トマス・デル・ロザリオ ドミニコ会修道士 

肥後出身の日本人修道士。孤児であったため長崎のサン

ト・ドミンゴ教会の手伝いとして受け入れられた。No.2 オ

ルスッチ神父らに日本語を教え、世話を努めた。性格もよく

聡明で、捕縛後牢のなかでドミニコ会に入会し、修道誓願

を立てた。 

27 永田ドミンゴ ドミニコ会修道士  

28 中国ヨハネ イエズス会修道士  

29 三箇マグダレナ  No.20三箇アントニオの妻。 

30 マリア  No.21アントニオの妻。 

31 ヨハネ  No.21アントニオの子。 

32 ペドロ  No.21アントニオの子。 

33 永石テクラ ロザリヨの組 No.23永石パウロの妻。 

34 永石ペドロ  No.23永石パウロの子。 

35 田中マリア ロザリヨの組 No.22田中パウロの妻。 

36 イサベル・フェルナンデス ロザリヨの組 1619年に殉教したドミンゴス・ジョルジの妻。 

37 イグナシオ  1619年に殉教したドミンゴス・ジョルジの子。 

38 アポロニア ロザリヨの組 翌日殉教した籠手田ガスパルの叔母。 

39 山田ドミンゴ ロザリヨの組  

40 山田クララ ロザリヨの組 No.39山田ドミンゴの妻。 

41 村山マリア ロザリヨの組 1619年に殉教した村山徳安アンドレアの妻。 

42 竹屋アグネス ロザリヨの組 1619年に殉教した竹屋コスメの妻。 

43 中野ドミンゴ ドミニコ会献身者  

44 バルトロメオ・シチエモン ロザリヨの組  

45 ダミアン・ヤミチ ロザリヨの組  

46 ミカエル・ヤミチ  No.45ダミアン・ヤミチの子。 

47 トマス七郎 ロザリヨの組  

48 吉本ルホ ロザリヨの組  

49 吉田マリア ロザリヨの組 1619年に殉教した吉田ジョアンの妻。 

50 クレメンテ ロザリヨの組  

51 アントニオ  No.50クレメンテの子。 

52 緒方ドミンガ ロザリヨの組  

53 カタリナ ロザリヨの組  

54 マリア・タナウラ ロザリヨの組  

55 ペトロ元山  何らかの理由で福者には列せられていない。 

参考：新カトリック大辞典、結城了悟『長崎の元和大殉教 1622年 ベント・フェルナンデス神父による記録』 

ロザリヨ(ロザリオ)の組 

聖母マリアに対する信心を重視し、ロザリオを用いた聖母マリアへの祈りを捧げるためその名が冠される。

ドミニコ会が組織化に努め、九州各地にロザリヨの組を創設した。長崎では 2 万人の会員がいたとされ、禁

教下においても信仰を保ち宣教師の活動を支援した。 


